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世界トップクラス技術を持つ企業をはじめ、日本経済を支える
中小企業、産業が集積。

下水道事業をはじめ、総合的な治水対策を推進し、「自助」「共
助」「公助」の取り組みにより、市民の浸水への不安を軽減。

「地域の防災力」の高まりにより、地域経済の安定化、更なる
発展に大きく貢献。

生産性革命
by インフラ
第４次重点計画

浸水対策で、市民のくらしと経済活動を支えます。

寝屋川市は、
高宮ポンプ場整備事業・古川雨水幹線整備事業を推進中！

寝屋川市

寝屋川市

市民

⦿高宮ポンプ場整備事業
⦿古川雨水幹線整備事業
●内水ハザードマップ作成、公表
●校庭貯留施設の整備
●止水版設置工事の助成
●雨水貯留タンク設置費の助成

●雨水流出抑制施設の設置（開発行為時）
●止水版、雨水貯留タンクの設置
●土のうステーションの活用
●自主防災訓練の実施（地域協働）

平成24年8月豪雨

流域下水道門真寝屋川(三)増補幹線(二)

平成２５年６月１４日より雨水の貯留開始

合流区域の雨水を貯留

高宮ポンプ場・雨水幹線整備事業

分流区域の雨水を雨水幹線に集め

て合流区域の浸水防除を図る。

大阪府

太平ポンプ場

高宮ポンプ場

合流区域 分流区域

一級河川寝屋川

一級河川古川

一級河川讃良川

古川水路

古川分区

流域下水道古川増補幹線

京阪電車

寝屋川車庫

流域下水道古川導水幹線

大阪府

萱島ポンプ場

既存水路

取水(カット)

既存水路

取水(カット)

古川雨水幹線整備事業

古川水路に流入している雨水排水を古川導水

幹線へ接続し各水路の流下能力不足を解消

する。

寝屋川北部地下河川門真調節池

平成２７年６月３０日より雨水の貯留開始
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自助

床上浸水 1427戸
床下浸水 5787戸
道路冠水 30件

地
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市内の産業の概況
（寝屋川市統計書2015年度版）

製造業
事業所数

約240（社）

出荷額

約1,810（億円）
商業
事業所数

約1,200（所）
売上額

約3,050（億円）市内のモノづくり現場
（第五次寝屋川市総合計画後期基本計画より）
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市民生活、経済
活動に影響

共助 公助
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市民生活、経済
活動を下支え

更なる発展
に寄与
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（イメージ図）


